
天　鼻　露一9號　（第Sf霊）大正九革十二月二十口日第三種郵便物認可　毎月一団（一日）陛行　昭和十七年一月廿入ロ印嗣　同十七年二月一日薮行

　　　　　」口’◎㌦N

∠隙墜、 第249號 昭和17年第3號

　／／3　．　　本號要目
　　　　　”“dipt
’N’一，　L．，　．．”．）　eN一

　ロ繕窺眞　雪の田上天文墓

　字宙室間に於ける星の光の選揮吸牧…・　　　　　　仙　本　一　清　73

　大阪プラネタリウムの話題・・…………・　　　　　　　　　…・・……・77

　太陽面上に於ける紅焔の運動について……　　　　・・M・A・エリソン　78

　太陽系に近V・星…………………………　　一……A．vanマ1ネン83

　質　　　疑（1件）……・…　　　　　　・・……・・……・…………86

　正誤表・…　　　　　　　 …86

　嘉i醤日蝕紀行（2）………………………　　・………井　本　　進87

　各地：方に於ける椋手虹A型の俗構……　…………・・椋　雫　廣吉92

　天界新知識　（12件）一…一……………　　　…・・…・…………一……94

　標準天文用語表（七）…………・…・…・・…　　　　…………・…・・………一100

　観測部月報：流星・遊星面・黄道光・太陽　　　　　　　　　　　　　102

　田上天文皇通信（2）…・………・・…・・一…・…　　………・・………………105

　編輯後記……………………………………………………・…・・……106

　1942年三月の天象………………・・一………　　　　　　　　一表紙第3頁

＊ZZ・田上天文遵東亜天文協曾 事務局：滋賀縣堅田



iこ＼、

講魏

雪の

田上天文畳

46cm反射機室

（第105頁参照）



　　東亜天文協心
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　　　　　　　　東亜天文干裂凝霜天文二葉目録

天女需眞（第1輯）　一一’Stに付き金1圓40饅（逡料共）．皆，非常に珍らしいもので・

　始め’τ頼布されるも、の，叉は日本では殆んど手に入らぬものばかりです．すべて説

　明丈つきです．

　1．土　星　　リク天丈璽にて観察されナこもの。今回の接近の記念として絶好品．

　2．ベル1の皆細田食　　1937年六月8日，花山の観測隊が撮影したもの．

　3．フ4ンスラ彗星　　1937年七凡賑やかなベルセ星座を北進する景観．
　4．盛装のアインス輿イン博士　　相謝原理の創設者め見事な官像．

　5．小マゼラン雲　　近年の宇宙研究上に有名な天艦で，日本では見えない珍景．

　6．オリ露ン大星霧　　白く輝く蝶ネクタイ型の大ガス星霧，一幅の大宇宙叢・

　7．ヘルクレス球鞍星圖　　望遠鏡で見得る最も最大なる宇宙の一つ．
（第2輯）　一赦に付金1圓也（逡料共）．

　1．「火星の爲眞（3赦1組）　1939年の夏，スライフアが撮った貴重品．

　2，ピケリング博士　　火星面観測者の座右に備ふべき窮眞。

知新観象睡臥霜天文珠霞目銀（本會取次）

1．星の日週運動（1，5，7）

2．金星の掩蔽出現（3，5，6）

3．小遊星と蟹星霧（3，6）

4．ヘルクレス座新星の光度清長（1，5）

5．皆既月食の経過（3，6）

6．太陽黒鐵の生ぴ立ち（3・6）

7．アン．ドロメダ大星霧（1，5，6）

8．北アメリカ星霧（3，6）

9．ペルテア彗星の接近（3，6）

10．ダニエルー彗星の再現（3，5，6）

11．フ！インスラ1’ a星（5，6，7）

12．日食帯食維過（38，9）

13．日の出は小さい（3，6）

　　　　　　　　　　　　債　　格
　　　（1）手札ヌノ・カビネ牟載密着　13鏡
　　（2）　　　〃　　　　　　　　〃　　　　弓if申　　20金葭葺

　　（3）ポスト形密着15銭
　　（4）カビネ形　〃20蔑
　　（5）　　〃　　　　　　　　　　　　弓巨申　　35鏡

14．月食（地球の影）（2，5，6）

15．バ1ナ1ド星の運動（3，6）

16．水星の日面通過（2，5）

　17．カニンガムi彗星（2，5，6）

　18．パラスケボポウロス彗星（2，5，6，7）

　19、十七世紀の天球圖（内評）（4・7）

　20．同　　　太陽系圖（〃）（4，7）

　21．同圖中，日食部，日本島（”）（4・7）

　22．四大遊星接近（2）

　23．メきンエ第35番星（2）

　24，　部　分　日　虐虫　　　　（3）

　25，火星掩蔽（！）（2）

　26，火星掩1蔽（2）（2）
表　（逡欝欝）

　　（6）入切（四切牟載）引伸　　70銭
（7）四切
（8）八切

（9）四切
特殊〃

t
！

　　　　　　　　　　観測閑印刷物
○太陽黒離鶴管用紙
○太陽面纒緯度圖（第18圖）

〃　1圓30鏡

　　　2圓
〃　　　3圓

　　　　　　　　　　　　　1＝益，翻｝軸天文霊感局

8鑛翻離離1一6圖）（餐＝灘嚢1｝瀧課長小韓二郎賄

0墜星観測用星斗
○墜星翻則報告爾紙
○黄道光襯副用星圖
0黄道光観測報告用紙
○木星スケチ閑紙
○火星スケチ田紙

　　ε二陣劉鯉天賜鱒瀦

　　1＝灘劉難耀長躰精鉱
　　1二辮鐵遊顕搬髄歎賑宛
（胃内各々2組及6枚迄3鍍）



1942年三月の天象（時亥IIは日本標準時）

　季節は6日が啓蟄，21日が春分で，氣温も漸次上昇する．

　月は3日に1繭月，10日に下弦，17日に新月，25日に上弦。又，3日に

は月蝕，17日には部分日蝕があるが，何れも日本や東亜では見えない．

　水星は暁天にあり，8日に極大離角となり，今月は槻望に都合がよ

い．

　金星も暁天にあり，9日に極大光輝を示す．槻望によい．

　火星は夕の中天に1等級の光を放ち，2日掛天王星の北側1。牟のとこ

ろを通過して行く．

　木星も火星や土星とならんで，次第に太陽に追ぴつかれて行く，

　海王星は日渡後暫くして東に現れる．20日に太陽と封衝となる．

　この月は流星には恵まれぬ．月である．詳しいととは第103頁に書か

れてある．

“といぬ”星座は主星プPシオンを中心に小さくまとまってみて，春

宥の中天を飾る．

　天象の詳細は本誌第247號（本年第1號）“1942年の天：文年鑑”號を

参照されたし．
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田上天女憂　滋賀縣栗太郡上田上
滋賀縣堅田局車内
倉敷天女台　岡山縣食敷市
大阪市電氣科學館プラネタリウム　（大阪市四ツ橋）

主峯市公會堂内
鴨島縣沼隈郡灘戸村

　　　　　　　　　　東亜天文協會観測部

　　1．流星盟（課長和歌山縣有田郡金屋小愼孝二耶，幹事宇野良雄）
　　2．彗　星　課　（課長　滋賀縣草津町大路井420　山本　蓮）

　　3・攣　星　諜　（課長　木早成麿・幹事　小澤喜一）

　　4．太　陽　課　（諜長　歓，幹事　静岡縣志太郡吉永村吉永1768大石辰次）

　　5．黄一儲i課　（職長　田上天承堂　山本一一清，幹事本田　實）

　　6．豫　報　課　（課長　山本一清，幹事　神田萱雄）

　　7．機　械　課　（課長　京都市東三本木信州　木邊成麿）

　　8，窟　渡　i課　（課長　大津市鹿關町　堀井政三）

　　9．遊星面課　（課長　兵庫縣川邊郡雲雀丘　伊達英太耶，幹事　木邊成麿）

　　10．掩　蔽　課　（課長　大阪r5｛｛i吉Lt■萬代束4の6高城武夫）

　　11・月面課（課長伊達英太鄙）
　　12．歴史研究蘇　（課長　兵庫縣武庫臨本山村岡本高石344　井本　進）

　　　　　　　　　観潤部規定　（昭和6年11月22日制定）

第1條　　本灘測部ハ東亜天丈協會ノ目的テ達スル爲メノー事業トシテ，天艦ノ観測
　　研究テ行フ，

第2條，第3條，第6條　　（略）
第4、條　　東亜天華協會員ハ希望ニヨリ本銀測部員トナル事が閏來ノtZ。

第5條　　部員ハ観測上ノ必要二aリ誤長ノ詣導及ビ東亜天丈プレテン，東亜天丈協

會急報並ビニ種々ノ印制物ノ配布テ受ケル．

御蚕込みは 滋賀縣堅田局涯内　東亜天：文題會　（電竈は竪田郵硬局）

（逡金は安全，確實な振替ロ整大阪56765番へ）
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